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に
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推
定

二
、
先
行
研
究
に
お
け
る
僚
巻
の
推
定

三
、
加
点
字
に
よ
る
検
討

三
二
　
点
本
と
音
義
に
お
け
る
加
点
字
の
有
無
に
基
づ
く
検
討

三
・
二
　
点
本
と
音
義
に
お
け
る
加
点
の
差
異
に
基
づ
く
検
討

ま
と
め

榎
　
　
木
　
　
久
　
　
薫

は

　

じ

　

め

　

に

高
山
寺
華
厳
教
教
学
集
団
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
華
厳
経
字
音
点
は
、
鎌
倉
時
代
の
漠
字
音
（
特
に
呉
音
系
字
音
）
の
研
究
資
料
と
し
て
極

め
て
貴
重
な
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
華
厳
経
を
字
音
直
読
す
る
学
問
形
態
は
高
山
寺
教

（1）

学
集
団
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
出
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
学
問
形
態
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
も
重
視
す
べ



き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
高
山
寺
蔵
華
厳
経
字
音
点
の
内
、
寛
蔓
に
加
点
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
諸
巻
を
取
り
上
げ
、
基
礎
的
な
整

理
を
加
え
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
草
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
奥
書
に
よ
る
音
義
と
点
本
と
の
関
係
推
定

高
山
寺
蔵
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
と
高
山
寺
蔵
『
大
方
広
仏
華
厳
経
（
新
訳
八
十
巻
本
）
寛
喜
元
年
点
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
沼

（2）

本
克
明
氏
に
御
指
摘
が
あ
る
。
要
約
す
る
と
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
（
以
下
『
音
義
』
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
は
次
に
示
し
た
奥
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
喜
海
に
よ
っ
て
嘉
禄
三
年

に
両
三
本
の
音
義
を
参
照
し
っ
つ
作
成
さ
れ
、
安
貞
二
年
に
書
写
さ
れ
、
寛
喜
元
年
八
月
に
二
度
校
合
さ
れ
て
い
る
。

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

（
本
奥
書
）

嘉
緑
三
年
聖
ハ
月
二
日
掴
於
西
山
／
梅
尾
之
禅
房
集
南
三
本
之
音
義
／
抄
寓
之
偏
為
自
行
特
讃
敢
不
／
可
及
外
見
臭

花
厳
宗
沙
門
喜
海

（追撃）
交
了

（別筆）
寛
喜
元
年
八
月
十
八
日
与
／
五
六
輩
交
合
再
治
了
／
寛
喜
元
年
八
月
廿
七
日
折
／
鮎
井
備
名
数
度
交
検
畢

（
裏
表
紙
内
）

安
貞
二
年
四
月
廿
四
日
於
高
山
寺
草
室
書
寓
了

こ
れ
に
対
し
て
、
『
新
訳
華
厳
経
寛
喜
元
年
点
』
（
以
下
『
点
本
』
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
は
、
次
に
示
し
た
巻
第
三
十
四
・
三
十
五
・
四
十

高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
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四
の
奥
書
か
ら
、
こ
の
音
義
を
参
照
し
て
難
字
に
対
し
て
加
点
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

『
新
訳
華
厳
経
寛
喜
元
年
点
』

〔
巻
第
三
十
四
〕

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
　
「
校
了

寛
喜
元
年
九
月
十
七
日
於
竹
内
之
房
以
御
堂
之
本
／
重
交
之
畢
／
井
難
字
付
償
字
了
／
小
比
丘
了
弁
」

「
校
了
」
　
（
以
上
二
字
擦
消
）
　
（
「
校
了
」
ノ
字
ハ
　
「
寛
喜
元
年
」
　
ヨ
リ
モ
以
前
ノ
字
ナ
リ
）

〔
巻
第
三
十
五
〕

（
奥
書
）
寛
喜
元
年
九
月
十
九
日
於
高
山
寺
又
校
合
了
／
又
以
音
義
付
僧
名
了
　
勤
呆

（
追
撃
）
　
「
校
了
」

〔
巻
第
四
十
四
〕

（
奥
書
）
寛
喜
元
年
十
月
四
日
以
御
堂
之
本
奉
校
即
／
以
音
義
鮎
了
　
西
谷
小
僧
空
弁

（3）

沼
本
氏
は
　
『
点
本
』
　
の
巻
四
十
四
に
つ
い
て
、
実
際
に
　
『
点
本
』
　
と
　
『
音
義
』
　
と
の
加
点
さ
れ
た
漢
字
を
比
較
し
て
お
ら
れ
る
。

二
、
先
行
研
究
に
お
け
る
僚
巻
の
推
定

現
在
高
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
大
方
広
仏
華
厳
経
に
は
数
具
あ
り
、
そ
れ
ら
が
幾
つ
か
の
画
に
散
在
し
て
い
る
。
本
来
ど
れ
ど
れ
が
僚

（
4
）
　
　
　
　
　
（
5
）

巻
と
し
て
一
具
を
な
す
も
の
か
に
つ
い
て
、
沼
本
克
明
氏
と
奥
田
勲
氏
に
よ
っ
て
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
表
1
）
は
、
そ
の
う
ち
寛
喜
に

校
合
加
点
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
巻
に
つ
い
て
、
二
氏
の
推
定
さ
れ
た
画
架
番
号
・
声
点
の
種
類
・
僧
侶
名
・
寛
善
の
年
記
・
他
の
年

号
の
年
記
と
僧
侶
名
を
一
覧
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
、
十
由
六
号
・
十
由
七
号
・
十
由
八
号
を
奥
田
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
第
十
一
・
巻
第

十
二
・
巻
第
十
三
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
原
本
お
よ
び
目
録
を
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
巻
第
十
・
巻
第
十
一
・
巻
第
十
二
で
あ
る
の
で
、
そ



の
よ
う
に
訂
正
し
た
。
ま
た
、
巻
第
三
十
五
は
沼
本
氏
と
奥
田
氏
と
で
推
定
が
異
な
る
。
こ
の
う
ち
、
十
由
十
九
号
は
『
高
山
寺
経
蔵
典
籍

（6）

文
書
目
録
第
二
』
に
お
い
て
も
巻
第
三
十
五
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
正
新
修
大
蔵
経
の
本
文
と
対
照
さ
せ
て
み
る
と
巻
第
四
十
五
の
内
容
で

あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
扱
っ
た
。
な
お
、
沼
本
氏
が
巻
第
三
十
五
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
五
十
八
由
二
号
は
、
巻
尾
の
み
の
断
簡
で
あ
る
。

次
に
声
点
の
欄
で
、
朱
墨
と
記
し
て
い
る
巻
第
六
お
よ
び
巻
第
七
十
八
の
声
点
は
墨
の
上
に
朱
を
重
書
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
朱
・
墨
と

記
し
て
い
る
巻
は
朱
点
と
墨
点
と
が
混
在
し
て
い
る
巻
で
あ
る
。
ま
た
、
声
点
の
欄
が
空
自
の
も
の
は
振
り
仮
名
も
含
め
て
無
点
の
巻
で
あ

る
。
（
表
1
）
で
寛
貢
の
年
記
の
あ
る
巻
に
つ
い
て
奥
書
の
日
付
を
見
る
と
、
お
お
む
ね
巻
第
六
十
七
か
ら
巻
第
八
十
ま
で
の
最
後
の
十
数
巻

を
先
ず
校
合
加
点
し
、
そ
の
後
、
巻
第
一
か
ら
巻
第
六
十
六
ま
で
を
順
次
校
合
加
点
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
の
寛

事
の
年
記
の
あ
る
巻
が
す
べ
て
元
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
巻
第
三
十
の
み
寛
軍
一
年
の
年
記
で
あ
る
。

ま
た
、
寛
喜
の
年
記
の
な
い
巻
も
含
め
て
、
奥
書
に
特
定
の
僧
侶
名
が
連
続
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
数
巻
ず
つ
分
担
し
て
校

合
加
点
し
た
の
で
は
な
く
、
若
い
巻
次
か
ら
一
巻
ず
つ
順
番
に
取
り
上
げ
校
合
加
点
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
表
1
）
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究
墨

三
、
加
点
字
に
よ
る
検
討

筆
者
は
、
現
在
沼
本
氏
の
推
定
と
奥
田
氏
の
推
定
と
で
重
な
る
巻
に
つ
い
て
原
本
の
加
点
字
に
つ
い
て
の
調
査
を
終
え
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
各
巻
の
加
点
状
況
の
面
か
ら
僚
巻
の
推
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
今
後
の
調
査
と
字
音
の
性
格
に
つ
い
て
の
考
察
の
指
針
を
得
る

こ
と
と
し
た
い
。

三
・
一
点
本
と
音
義
に
お
け
る
加
点
字
の
有
無
に
基
づ
く
検
討

無
点
の
巻
を
除
く
と
、
各
巻
に
は
墨
の
字
音
振
り
仮
名
と
朱
の
声
点
・
墨
の
声
点
と
が
あ
る
。
声
点
に
つ
い
て
は
、
巻
に
よ
っ
て
朱
点
し

か
な
い
巻
と
墨
点
し
か
な
い
巻
、
朱
・
墨
両
方
の
声
点
の
あ
る
巻
、
ま
た
墨
の
上
に
朱
の
声
点
を
重
書
し
た
巻
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
各
巻

の
奥
書
に
こ
れ
ら
の
声
点
と
字
音
振
り
仮
名
と
の
関
係
を
示
す
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
巻
第
三
十
五
・
四
十
四
の
奥
書
よ
り
、
『
点
本
』
　
に
お
い
て
加
点
さ
れ
て
い
る
字
で
　
『
音
義
』
　
に
掲
出
さ
れ

て
い
る
字
は
寛
貢
の
加
点
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
各
巻
の
加
点
字
に
つ
い
て
　
『
音
義
』
と
対
照
さ
せ
、
有
無
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
が

（
表
2
）
　
で
あ
る
。

用
例
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
点
本
』
お
よ
び
『
音
義
』
　
に
お
い
て
多
く
は
二
字
以
上
連
続
し
て
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

一
つ
の
単
位
と
み
な
し
、
便
宜
的
に
一
字
相
当
と
し
て
扱
っ
た
。
ま
た
、
次
の
様
な
場
合
は
、
『
音
義
』
あ
る
い
は
『
点
本
』
に
な
い
字
と
し
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て
は
扱
わ
な
か
っ
た
。

二
字
以
上
の
連
続
で
一
部
の
漢
字
の
み
振
り
仮
名
・
声
点
が
な
い
場
合

振
り
仮
名
か
声
点
の
一
方
の
み
が
な
い
場
合

振
り
仮
名
か
声
点
が
一
致
し
な
い
場
合
（
両
方
と
も
一
致
し
な
い
用
例
は
な
か
っ
た
）

（
表
2
）
よ
り
ま
ず
分
か
る
こ
と
は
、
例
外
的
な
巻
を
除
く
と
、
朱
声
点
加
点
字
に
は
『
音
義
』
に
あ
る
字
（
以
下
音
義
字
と
略
称
す
る
こ

と
が
あ
る
）
が
多
く
、
墨
声
点
加
点
字
に
は
『
音
義
』
に
な
い
字
（
以
下
音
義
外
字
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
朱
声
点
加
点
字
は
『
音
義
』
を
参
照
し
っ
つ
加
点
さ
れ
た
も
の
、
墨
声
点
加
点
字
は
『
音
義
』
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
加
点

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
音
義
字
と
し
た
用
例
で
、
『
音
義
』
と
『
点
本
』

の
問
で
声
点
・
振
り
仮
名
に
有
無
や
差
異
の
あ
る
用
例
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
朱
声
点
加
点
字
は
全
体
と
し
て
寛
喜
の
加

点
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
加
点
の
際
に
は
、
朱
声
点
と
同
時
に
墨
に
よ
る
字
音
振
り
仮
名
も
加
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、
墨
声
点
加
点
字
の
加
点
時
期
が
問
題
と
な
る
。
朱
声
点
加
点
字
と
墨
声
点
加
点
字
と
が
あ
る
巻
で
は
、
墨
声
点
加
点
字

で
音
義
字
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
墨
声
点
加
点
字
は
寛
喜
の
加
点
の
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
喜
以
降

の
年
記
の
あ
る
奥
書
と
し
て
は
、
次
の
各
巻
の
も
の
が
あ
る
。

〔
巻
第
三
〕

（
奥
書
）
寛
喜
元
年
配
九
月
七
日
校
合
了
　
園
舞

（
別
筆
）
「
嘉
禎
二
年
師
正
月
十
五
日
又
重
校
鮎
了
　
円
弁
」

〔
巻
第
十
〕

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
　
「
〓
父
了
」

高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

嘉
藤
元
年
配
八
月
十
六
日
嗣
於
梅
尾
神
殿
賛
前
／
開
題
供
養
即
限
永
代
安
置
普
社
此
恵
業
／
生
々
世
々
値
通
子
大
乗
在
々
虞
々
随
順

干
聖
人
／
終
得
菩
提
必
導
群
生
耳
／
檀
少
僧
都
行
寛

（
又
別
筆
）
　
「
一
交
了
」

（
又
々
別
筆
）
　
「
寛
喜
元
年
九
月
十
日
以
御
堂
之
本
／
重
校
之
了
　
了
弁
」

〔
巻
第
三
十
〕

（
奥
書
）
寛
喜
二
年
正
月
廿
五
日
夜
寅
起
一
交
了
／
慈
弁

（
別
筆
）
　
「
寛
元
三
年
八
月
十
六
日
難
字
之
傾
名
付
之
了
／
高
忍
」

（
又
別
筆
）
「
正
安
四
年
聖
ハ
月
廿
三
日
於
高
山
寺
住
房
切
句
井
／
□
交
鮎
等
己
了
　
朝
玄
」

〔
巻
第
五
十
〕

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
　
「
〓
父
了
」

嘉
藤
元
年
配
八
月
十
六
日
嗣
於
梅
尾
神
殿
／
賛
前
開
題
供
養
即
限
永
代
安
置
嘗
社
／
願
以
此
恵
業
生
々
世
々
値
通
子
大
乗
在
々
／

虞
々
随
順
干
聖
人
終
得
菩
提
必
導
群
生
／
耳
　
檀
少
僧
都
行
寛

〔
巻
第
八
十
〕

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
　
「
一
校
了
」
　
（
又
別
筆
）
　
「
重
交
了
　
定
弁
」

嘉
緑
元
年
配
八
月
十
六
日
嗣
於
梅
尾
神
殿
賓
前
／
開
題
供
養
即
限
永
代
安
置
昔
社
靡
以
此
恵
業
／
生
々
世
々
値
遇
干
大
乗
在
々
虞
々

随
順
／
干
聖
人
終
得
菩
提
必
導
群
生
耳
／
　
権
少
僧
都
行
寛

ま
ず
、
巻
第
十
・
五
十
・
八
十
に
見
ら
れ
る
嘉
穂
（
一
二
二
五
～
一
二
二
七
）
　
は
寛
喜
（
一
二
二
九
～
一
二
三
二
）
　
よ
り
前
の
年
号
で
あ
り
、
ま

た
、
別
筆
で
寛
喜
の
奥
書
の
あ
る
巻
第
十
を
除
い
て
、
嘉
藤
の
年
記
の
あ
る
巻
は
無
点
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
一
方
、
嘉
禎
（
一
二
三
五
～
一

二
三
八
）
　
の
年
記
の
あ
る
巻
第
三
は
朱
声
点
の
み
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
が
、
例
外
的
に
朱
声
点
加
点
字
の
多
く
が
『
音
義
』
に
な
い
巻
が
、



巻
第
三
を
含
め
て
四
巻
あ
る
。
巻
第
三
の
奥
書
の
記
事
か
ら
見
て
、
朱
声
点
の
音
義
外
字
は
こ
の
時
の
加
点
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
巻
第
三
十
の
奥
書
の
記
事
か
ら
、
墨
声
点
加
点
字
は
寛
元
二
二
四
三
～
一
二
四
七
）
か
正
安
（
三
九
九
～
一
三
〇
二
）
の
加
点

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
『
音
義
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
字
の
『
点
本
』
に
お
け
る
有
無
の
観
点
か
ら
見
た
が
、
逆
に
『
点
本
』
に
な
く
『
音
義
』
に
あ
る
字

（
以
下
点
本
外
字
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
巻
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
字
は
無
い
か
あ
っ
て
も
ご
く

少
数
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寛
薯
に
お
け
る
第
一
次
の
加
点
に
お
い
て
『
音
義
』
が
参
照
さ
れ
、
『
音
義
』
に
あ
る
字
は
洩

れ
な
く
加
点
す
る
と
い
う
加
点
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
備
考
に
記
し
た
よ
う
に
巻
の
途
中
や
巻
尾
に
欠

落
の
あ
る
巻
で
は
、
点
本
外
字
と
し
た
も
の
も
、
欠
落
部
分
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
巻
第
五
十
六
は
点
本
外
字
が
六
例
あ

り
、
ま
た
声
点
は
す
べ
て
墨
点
で
あ
っ
て
朱
点
が
な
く
、
墨
声
点
加
点
字
は
音
義
字
よ
り
音
義
外
字
の
方
が
多
い
。
こ
の
巻
に
は
奥
書
に
次

に
示
す
よ
う
に
年
記
・
人
名
と
も
に
な
く
、
寛
喜
加
点
本
と
し
て
一
具
の
も
の
と
み
な
す
べ
き
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

〔
巻
第
五
十
六
〕

（
奥
書
）
一
交
了

次
に
、
朱
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
『
音
義
』
に
な
い
字
の
多
い
巻
に
つ
い
て
み
る
。
巻
第
三
・
十
八
・
三
十
四
・
三
十
六
は
全
体

的
な
傾
向
に
反
し
て
朱
声
点
加
点
字
に
音
義
外
字
の
多
い
巻
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
巻
で
も
点
本
外
字
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
朱
声
点
の
加
点
は
『
音
義
』
を
参
照
し
っ
つ
な
さ
れ
、
更
に
『
音
義
』
に
な
い
字
に
ま
で
加
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

各
巻
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
巻
第
三
〕

（
奥
書
）
寛
喜
元
年
配
九
月
七
日
校
合
了
　
囲
所

（
別
筆
）
「
嘉
禎
二
年
師
正
月
十
五
日
又
重
校
鮎
了
　
円
弁
」

高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て
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〔
巻
第
十
八
〕

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
　
「
寛
喜
元
年
九
月
十
一
日
／
粘
交
了
／
比
丘
高
信
」

交
了

〔
巻
第
三
十
四
〕

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
　
「
校
了

寛
喜
元
年
九
月
十
七
日
於
竹
内
之
房
以
御
堂
之
本
／
重
交
之
畢
／
井
難
字
付
傾
字
了
／
小
比
丘
了
弁
」

「
校
了
」
　
（
以
上
二
字
擦
消
）
　
（
「
校
了
」
ノ
字
ハ
　
「
寛
喜
元
年
」
ヨ
リ
モ
以
前
ノ
字
ナ
リ
）

〔
巻
第
三
十
六
〕

（
奥
書
）
交
合
了
　
親
玄

（
別
筆
）
　
「
校
了
」

こ
れ
ら
の
巻
の
内
、
巻
第
三
・
十
八
・
三
十
四
に
は
寛
喜
の
年
記
が
あ
る
。

し
か
し
、
奥
書
に
見
ら
れ
る
僧
侶
名
は
、
巻
第
三
・
園
所
、
巻
第
十
八
・
高
信
、
巻
第
三
十
四
・
了
弁
、
巻
第
三
十
六
・
親
玄
で
あ
り
、
特

定
の
個
人
に
固
有
の
加
点
態
度
の
反
映
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
れ
ら
の
加
点
が
す
べ
て
寛
貢
の
も
の
と
考
え
た
場
合
、
巻
第
三
か
ら
巻
第
三
十
六
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
同
で
校
合
加
点
作
業
を

行
な
っ
て
行
く
に
当
た
っ
て
の
加
点
規
準
が
、
『
音
義
』
に
な
い
字
に
ま
で
加
点
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
初
期
の
段
階
に
お
い
て
不
統
一
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

あ
る
い
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
第
三
に
は
嘉
横
の
年
記
の
あ
る
奥
書
が
あ
り
、
そ
の
記
述
に
よ
る
と
円
弁
に
よ
っ
て
「
重
校
鮎
」
さ

れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
『
音
義
』
に
な
い
朱
声
点
加
点
字
は
こ
の
時
の
加
点
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
他
の
巻
の
音
義
外
の
朱
声
点
加
点
字

も
、
同
時
期
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多
数
の
音
義
外
朱
声
点
加
点
字
を
持
つ
巻
は
多
く



な
い
こ
と
か
ら
、
嘉
禎
の
「
重
校
鮎
」
は
す
べ
て
の
巻
に
亘
っ
て
の
詳
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
墨
声
点
の
上
に
朱
声
点
を
重
ね
て
加
点
し
た
字
の
あ
る
巻
に
つ
い
て
見
る
。
墨
の
声
点
の
上
に
朱
の
声
点
を
重
ね
て
加
点
し
た
字

の
あ
る
巻
に
巻
第
六
・
巻
第
四
十
五
・
巻
第
七
十
八
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
巻
第
四
十
五
は
朱
墨
声
点
加
点
字
は
二
例
と
ご
く
少
数
で
あ
る

が
、
巻
第
六
と
第
七
十
八
に
は
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
朱
墨
声
点
加
点
字
に
つ
い
て
『
音
義
』
と
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
〈
表
2
〉
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
字
が
音
義
字
で
あ
り
、
ま
た
巻
第
六
と
第
七
十
八
で
は
朱
墨
点
以
外
の
声
点
の
加
点
さ
れ
た
字
は
ご

く
少
数
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
巻
第
七
十
八
に
は
次
の
様
に
寛
喜
の
年
記
が
あ
り
、
長
円
の
名
が
見
ら
れ
る
。

〔
巻
第
六
〕

（
奥
書
）
以
御
堂
之
八
十
経
本
交
合
了

（
別
筆
）
　
「
一
校
了
」

〔
巻
第
七
十
八
〕

（
奥
書
）
寛
喜
元
年
九
月
五
日
校
合
畢
　
長
園

（
別
筆
）
　
「
一
校
了
」

し
か
し
、
長
円
の
名
の
見
ら
れ
る
他
の
巻
に
は
朱
墨
声
点
加
点
字
は
見
ら
れ
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
第
六
と
巻
第
七
十
八
と
は
加

点
時
期
が
接
近
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
共
同
で
校
合
加
点
作
業
を
行
な
っ
て
行
く
に
当
た
っ
て
の
加
点
規
準
が
、
声
点
を
朱
で
加
点

す
る
か
墨
で
加
点
す
る
か
に
つ
い
て
、
初
期
の
段
階
に
お
い
て
不
統
一
が
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

三
二
一
点
本
と
音
義
に
お
け
る
加
点
の
差
異
に
基
づ
く
検
討

次
に
、
『
音
義
』
に
あ
る
字
で
字
音
振
り
仮
名
・
声
点
に
有
無
あ
る
い
は
差
異
の
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
見
る
。
先
ず
、
振
り
仮
名
・
声

高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て
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点
い
ず
れ
か
の
有
無
に
関
す
る
用
例
に
つ
い
て
み
る
。

『
音
義
』
と
『
点
本
』
と
で
振
り
仮
名
・
声
点
い
ず
れ
か
の
有
無
に
関
す
る
違
い
の
あ
る
巻
お
よ
び
用
例
数
は
（
表
3
）
の
通
り
で
あ
る
。

表
中
（
　
）
　
に
囲
ま
な
い
数
値
は
『
点
本
』
に
な
い
用
例
数
で
あ
る
。
一
方
（
　
）
に
囲
ん
で
示
し
た
数
値
は
、
『
音
義
』
に
な
い
用
例
数
で

あ
る
。

（
表
3
）

】十十十二三四四四五五六六 巻

次
一二1＼ノ十十十十十十十十十

一四一五1＼ノ1＼ノ九四1＼ノ

11911151
振
仮

2 名

227421
声

点2



次
に
、
声
点
の
差
異
に
関
す
る
用
例
に
つ
い
て
見
る
。
ま
ず
、
声
点
の
単
点
と
双
点
の
違
い
に
関
す
る
用
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

〔
点
本
の
用
例
〕

奮
（
朱
墨
平
）
フ
ン
迅
（
朱
墨
平
）
ロ
ン
（
巻
第
六
・
一
二
八
行
）

情
（
平
）
リ
ン
惜
（
入
）
シ
ヤ
ク
（
巻
第
三
四
二
二
三
九
行
）

瞭
（
平
）
セ
ム
親
（
平
）
キ
ン
（
巻
第
四
八
・
四
六
一
行
）

頑
（
去
）
ク
ワ
ン
根
（
上
）
コ
ン
（
巻
第
五
八
・
三
四
三
行
）

欣
（
墨
平
濁
）
コ
ン
慰
（
墨
平
）
ヰ
（
巻
第
五
九
・
七
三
行
）

菌
（
去
）
カ
ム
香
（
平
）
ロ
ウ
（
巻
第
六
〇
・
一
〇
九
行
）

こ
の
う
ち
加
点
第
二
宇
目
の
声
点
に
差
異
が
あ
る
も
の
は

〔
対
応
す
る
音
義
掲
出
字
〕

奮
（
平
）
フ
ン
迅
（
平
濁
）
シ
ン
　
私
閏
反

情
（
平
）
リ
ン
惜
（
入
濁
）
　
シ
ヤ
ク

瞭
（
平
）
セ
ム
親
（
平
濁
）
コ
ン
　
渠
銭
反

頑
（
去
濁
）
ク
ワ
ン
根
（
上
）
コ
ン
　
五
遼
反

欣
（
平
）
コ
ン
慰
（
平
）
ヰ
　
許
斤
反

菌
（
去
）
カ
ム
吾
（
平
濁
）
タ
ウ
（
左
側
朱
筆
「
タ
ン
」
）
胡
感
反

「
奮
迅
」
「
情
惜
」
「
瞼
覿
」
「
茜
菖
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
連
濁
し
た
語
形
を

（7）

取
る
か
否
か
の
反
映
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
「
奮
迅
」
「
惜
惜
」
で
あ
る
。
「
憺
覿
」
は
漠
音
読
「
キ
ン
」
と
呉
音
読
「
ゴ
ン
」
の
違
い
と
見

ら
れ
る
。
「
菌
苗
」
の
「
苗
」
字
は
『
音
義
』
で
は
左
側
に
朱
の
後
筆
で
「
タ
ン
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
「
菖
」
の
振
り
仮
名
一
字
目
は
虫

損
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
「
ロ
ウ
」
で
あ
る
か
ら
誤
解
に
基
づ
く
異
な
っ
た
字
音
に
対
す
る
声
点
と
も
考
え
ら
れ
る
。

加
点
第
一
宇
目
の
声
点
に
差
異
の
あ
る
も
の
は
、
「
頑
根
」
「
欣
慰
」
で
あ
る
。
「
頑
」
は
漢
音
「
グ
ワ
ン
」
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
欣
」

は
呉
音
「
ゴ
ン
」
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
『
音
義
』
『
点
本
』
で
単
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
声
点
加
点
位
置
の
違
い
に
関
す
る
用
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

〔
点
本
の
用
例
〕

校
（
墨
去
）
ケ
ウ
飾
（
星
人
軽
濁
）
シ
キ
（
巻
第
六
二
四
八
行
）

覿
（
平
）
キ
ン
謁
（
入
）
エ
ツ
（
巻
第
一
七
・
四
五
三
行
）

高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て

〔
対
応
す
る
音
義
掲
出
字
〕

校
（
去
）
ケ
ウ
飾
（
入
濁
）
シ
キ

親
（
平
）
キ
ン
謁
（
入
軽
）
エ
ツ
　
於
歓
反

一
五
三
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尼
（
上
）
ニ
咤
（
平
軽
）
タ
（
巻
第
二
二
二
八
三
行
）

珂
（
上
）
カ
貝
（
平
軽
濁
）
ハ
イ
（
擦
消
ノ
上
）
　
（
巻
第
三
四
・
三
四
一
行
）

妻
（
平
）
サ
イ
妾
（
入
）
セ
フ
　
（
巻
第
三
四
二
二
四
三
行
）

一
五
四

尼
（
上
）
ニ
咤
（
平
）
タ
　
竹
嫁
反

珂
（
上
）
カ
唄
（
平
濁
）
　
ハ
イ

妻
（
平
）
サ
イ
妾
（
入
軽
）
セ
フ
　
士
接
反

璧
（
入
軽
濁
）
ヒ
ヤ
ク
（
漢
字
・
声
点
・
振
仮
名
ト
モ
擦
消
ノ
上
）
玉
（
入
軽
濁
）
ク
ヰ
ヨ
ク
（
巻
第
三
六
・
B
一
七
二
行
）
璧
（
入
濁
）
ヒ
ヤ
ク
玉
（
入
軽
濁
）
ク
ヰ
ヨ
ク
　
比
亦
反

声
点
加
点
位
置
の
違
い
に
関
わ
る
用
例
は
す
べ
て
平
声
重
と
平
声
軽
、
入
声
重
と
入
声
軽
の
違
い
に
関
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
明
ら

か
に
漠
音
読
と
見
ら
れ
る
の
は
「
観
謁
」
で
あ
る
。
漢
音
で
は
切
韻
系
韻
書
に
お
け
る
入
声
全
清
・
次
清
・
次
濁
が
入
声
軽
と
対
応
す
る
と

（8）

さ
れ
て
い
る
。
「
謁
」
は
韻
鏡
で
は
入
声
全
清
字
で
あ
り
、
漢
音
で
入
声
軽
に
な
る
べ
き
字
音
で
あ
る
。
『
音
義
』
で
は
入
声
軽
で
あ
る
が
、

『
点
本
』
　
で
は
入
声
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
の
用
例
は
呉
音
読
と
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
呉
音
入
声
軽
の
用
例
に
つ
い
て
見
る
。
呉
音
入
声
軽
の
出
現
は
前
接
字
が
上
声
か
去

（9）

声
の
後
と
な
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
用
例
の
内
「
校
飾
」
は
前
接
字
去
声
で
あ
る
。
『
音
義
』
で
重
で
あ
る
が
、
『
点
本
』
で
は
軽

声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
妻
妾
」
は
前
接
字
平
声
で
あ
る
。
『
音
義
』
で
は
軽
で
あ
る
が
、
『
点
本
』
で
は
重
声
点
が
加
点
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
「
壁
玉
」
は
第
一
宇
目
が
入
声
軽
と
な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
呉
音
平
声
軽
の
出
現
の
規
則
性
に
つ
い

（10）

て
は
、
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
振
り
仮
名
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
字
音
仮
名
音
形
の
違
い
に
関
す
る
用
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

〔
点
本
の
用
例
〕

愈
（
朱
墨
平
）
ケ
ム
然
（
朱
墨
去
）
ネ
ン
　
（
巻
第
六
・
三
三
六
行
）

掲
（
平
）
コ
ム
磨
（
平
）
マ
　
（
巻
第
一
七
・
三
一
行
）

瞭
（
平
）
セ
ム
親
（
平
）
キ
ン
　
（
巻
第
四
八
・
四
六
一
行
）

〔
対
応
す
る
音
義
掲
出
字
〕

愈
（
平
）
セ
ム
然
（
去
）
ネ
ン
　
七
塩
反

掲
（
平
）
コ
ン
磨
（
平
）
マ

瞭
（
平
）
セ
ム
親
（
平
濁
）
コ
ン
　
渠
銭
反



盈
（
去
）
ヤ
ウ
拾
（
入
濁
）
カ
ウ
（
巻
第
五
九
・
二
九
一
行
）
　
　
　
　
　
盈
（
去
）
ヤ
ウ
拾
（
入
濁
〉
カ
フ
下
音
狭

こ
の
う
ち
、
「
愈
然
」
の
「
余
」
は
呉
音
「
セ
ム
」
と
考
え
ら
れ
る
。
字
形
の
類
似
に
基
づ
く
誤
解
に
よ
る
振
り
仮
名
と
考
え
ら
れ
る
。
「
掲

磨
」
は
梵
語
の
音
訳
語
で
、
連
声
の
「
コ
ム
マ
」
が
正
し
い
形
で
「
コ
ン
マ
」
は
連
声
と
し
て
は
誤
形
で
あ
る
。
「
暗
親
」
は
先
に
も
指
摘
し

た
通
り
、
漢
音
読
と
呉
音
読
の
違
い
と
見
ら
れ
る
。
「
盈
拾
」
は
「
拾
」
は
声
点
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
入
声
韻
尾
字
で
あ
り
、
唇
内
入
声
韻

尾
が
母
音
化
し
た
音
に
引
か
れ
て
の
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
音
義
』
に
あ
る
字
で
、
声
点
・
振
り
仮
名
に
有
無
あ
る
い
は
差
異
の
あ
る
用
例
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
用
例
だ
け
か
ら
で
は
、
『
音
義
』
と
『
点
本
』
と
で
漠
字
音
認
識
や
加
点
態
度
に
系
統
的
な
差
異
が
あ
っ
た
か
否
か
は
明
確
に
で
き
な
い
。

全
体
と
し
て
は
、
『
音
義
』
を
参
照
し
っ
つ
の
加
点
作
業
に
お
い
て
は
、
『
音
義
』
に
示
さ
れ
た
漠
字
音
に
忠
実
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

次
に
、
目
移
り
に
よ
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
用
例
に
つ
い
て
み
る
。

〔
点
本
の
用
例
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
対
応
す
る
音
義
掲
出
字
〕

階
（
墨
去
）
カ
イ
輿
朱
墨
平
）
マ
ン
（
右
側
薄
墨
セ
イ
）
（
巻
第
六
・
∵
五
三
行
）
　
　
賛
（
平
）
ホ
ウ
輩
（
去
）
マ
ン
　
［
一
行
前
］

花
（
朱
墨
平
）
ロ
ヱ
叢
（
朱
墨
平
）
ス
イ
（
巻
第
六
・
一
六
九
行
）
　
　
　
　
　
華
（
上
）
ク
ヱ
蕊
（
平
濁
）
ス
イ
　
［
一
字
前
］

そ
れ
ぞ
れ
『
音
義
』
に
お
い
て
「
階
漸
」
は
一
行
前
に
「
賛
輩
」
、
「
花
叢
」
は
一
語
前
に
「
華
蕊
」
が
あ
る
。
そ
れ
と
の
見
誤
り
に
よ
る

誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
誤
写
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
に
『
点
本
』
が
『
音
義
』
を
見
な
が
ら
加
点
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま

　

　

と

　

　

め

以
上
、
『
新
訳
華
厳
経
寛
事
九
年
点
』
の
僚
巻
推
定
に
つ
い
て
、
加
点
字
の
面
か
ら
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
し
得
た
巻
に
つ
い

高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
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て
は
、
沼
本
氏
・
奥
田
氏
の
推
定
が
概
ね
妥
当
な
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
朱
声
点
加
点
字
は
字
音
振
り
仮
名
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
が
音
義
掲
出
字
に
一
致
し
、
一
方
、
墨
声
点
加
点
字
は
字
音
振
り

仮
名
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
音
義
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
点
本
』
は
奥
書
に
よ
っ
て
、
l
寛
喜
に
『
音
義
』
を
参
照
し
っ
つ
加
点

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
右
に
述
べ
た
こ
と
よ
り
、
朱
声
点
加
点
字
の
あ
る
巻
は
寛
善
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
し
て
僚
巻
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
の
中
に
は
更
に
墨
声
点
の
加
点
さ
れ
た
巻
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
墨
声
点
は
、
加
点
状
況
か
ら
見
て
、
朱
声
点
よ

り
後
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
例
外
的
な
巻
と
し
て
、
墨
声
点
の
み
加
点
さ
れ
た
巻
第
五
十
六
は
、
音
義
外
字
も
多
く
、
ま
た
点
本
外
字
も
多
い
こ
と
よ
り
、
『
音

義
』
を
参
照
し
っ
つ
加
点
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
一
方
、
墨
声
点
の
上
に
朱
声
点
が
重
ね
て
加
点
さ
れ
た
字
の
多
い

巻
第
六
・
七
十
八
に
つ
い
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
字
が
『
音
義
』
に
あ
る
字
で
あ
り
、
声
点
・
振
り
仮
名
と
も
に
一
致
す
る
こ
と
よ
り
、

寛
善
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
朱
声
点
加
点
字
の
多
く
が
音
義
外
字
で
あ
る
巻
三
・
十
八
・
三
十

四
三
十
六
に
つ
い
て
み
る
と
、
点
本
外
字
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
『
音
義
』
を
参
照
し
っ
つ
加
点
し
た
上
で
更
に
多
く
の
字

に
朱
声
点
を
加
点
し
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
未
調
査
の
巻
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
声
点
の
種
類
の
違
い
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
字
音
の
性
格
に

っ
い
て
考
察
を
行
な
う
に
当
た
っ
て
は
、
経
緯
の
異
な
る
加
点
の
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
っ
つ
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

注
（1）

（2）
（3）

沼
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
字
音
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
　
昭
和
五
五
年
一
二
月
　
東
京

大
学
出
版
会
）

同
右
論
文

同
右
論
文



（
4
）
　
同
右
論
文

（
5
）
　
奥
田
勲
「
高
山
寺
現
蔵
大
方
広
仏
華
厳
経
一
覧
稿
」
（
昭
和
六
〇
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
　
研
究
報
告
論
集
　
昭
和
六
一
年
三
月

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
）

（
6
）
　
高
山
寺
資
料
叢
書
第
五
冊
　
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
　
昭
和
五
〇
年
三
月
　
東
京
大
学
出
版
会

（
7
）
　
漠
字
音
の
推
定
に
は
次
の
資
料
を
用
い
た
。
異
音
資
料
「
法
華
経
単
字
」
「
法
華
経
音
訓
」
「
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
和
音
注
」
・
漢
音
資
料
「
長

承
本
蒙
求
」
「
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
」
ま
た
、
清
濁
に
つ
い
て
は
韻
鏡
を
参
照
し
た
。

（
8
）
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
第
二
部
第
四
章
　
漢
音
に
於
る
声
調
の
諸
問
題
（
昭
和
五
七
年
三
月
　
武

蔵
野
書
院
）

（
9
）
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
第
一
部
第
四
章
第
二
節
第
二
項
　
呉
音
に
於
る
軽
声
に
就
て
（
昭
和
五
七

年
三
月
　
武
蔵
野
書
院
）

（
1
0
）
・
同
右
論
文

［
付
記
］
　
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
資
料
の
閲
覧
・
調
査
に
関
し
て
、
高
山
寺
小
川
千
恵
御
住
職
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
御
当
局
の
方
々
の
御
高
配
を
賜

っ
た
。
ま
た
、
築
島
裕
先
生
・
小
林
芳
規
先
生
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
方
々
に
は
、
様
々
の
お
導
き
を
頂
い
た
。
記
し

て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
七
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
集
会
に

お
い
て
は
、
小
林
芳
規
先
生
・
沼
本
克
明
氏
よ
り
有
益
な
御
示
唆
を
頂
い
た
。
記
し
て
学
恩
に
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て




